
平
成
二
十
年
度
陵
水
会
東
京
支
部

総
会
は
、
五
月
二
十
一
日
（
水
）
、

午
後
六
時
か
ら
、
港
区
元
赤
坂
二
丁

目
二
―
二
十
三
の
、
歴
史
的
建
造
物

を
本
館
と
す
る
都
内
有
数
の
由
緒
を

持
つ
、
明
治
記
念
館
「
富
士
の
間
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
今
回
の
当

番
幹
事
に
は
大
学
二
十
回
卒
業
生
が

当
た
る
。

特
別
講
演
の
講
師
に
は
、
滋
賀
大

学
産
業
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、

山
崎
一
真
氏
を
お
招
き
し
た
。「
母

校
と
彦
根
の
時
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
演

題
に
よ
り
、
彦
根
城
四
百
年
祭
を
契

機
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
彦
根
の

街
並
の
変
遷
、
母
校
と
そ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
の
歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど

会
員
の
多
く
が
最
も
関
心
を
よ
せ
る

事
柄
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
る
。

【
開
催
概
要
】

○
会
　
　
費

男
性
会
員
　
　
　
七
千
円

女
性
会
員
　
　
　
三
千
五
百
円

二
十
歳
代
会
員
　
三
千
五
百
円

○
次
　
　
第

①
議
　
　
事

平
成
十
九
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告
お
よ

び
監
査
報
告
　
平
成
二
十
年
度
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
計
画

そ
の
他
事
務
局
か
ら
の
要
望
、
説

明
事
項

②
特
別
講
演

「
母
校
と
彦
根
の
時

の
デ
ザ
イ
ン
」
滋
賀
大
学
産
業
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
山
崎
一

真
氏

③
懇
親
会

参
加
者
全
員

祝
辞
と
乾
杯
　
堀
川
馨
陵
水
会

理
事
長

当
番
幹
事
の
紹
介
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
（
抽
選
会
）。
懐
旧
の
学
生
歌

な
ど
。

平
成
二
十
年
度
支
部
総
会
に
向
け
て

○
支
部
幹
部
・
当
番
幹
事
諸
君
の
絶

大
な
ご
支
援
を
得
て
準
備
は
順
調

に
推
移

平
成
二
十
年
度
は
我
々
第
二
十
回

卒
が
当
番
幹
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
二
年
程
前
か
ら
意
識
し
て
い
ま
し

た
が
、
突
発
的
な
業
務
都
合
で
昨
年

三
月
中
旬
か
ら
六
月
中
旬
ま
で
全
く

身
動
き
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
前

年
度
総
会
出
席
者
の
一
人
で
あ
る
河

原
正
喜
君
か
ら
連
絡
を
も
ら
っ
て
準

備
に
着
手
し
た
の
が
七
月
に
入
っ
て

か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

早
速
、
蔵
彰
君
の
音
頭
で
陵
水
会

東
京
支
部
か
ら
大
二
十
回
卒
会
員
名

簿
を
入
手
し
、
手
入
れ
を
行
う
と
共

に
同
期
会
案
内
を
行
っ
て
い
た
だ
き

第
一
回
会
合
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
昨
年
度
総
会
同
様
立
派
に
成

功
さ
せ
よ
う
と
の
意
思
固
め
を
行
っ

た
。
会
場
探
し
は
百
名
程
度
収
容
可

能
で
コ
ス
ト
面
で
も
一
人
七
千
円
程

度
を
目
途
に
福
原
隆
君
、
松
山
仁
君

が
精
力
的
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
講
師
に
つ
い
て
も
当
初
は

平
井
善
三
君
が
候
補
者
に
渉
り
を
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
。

第
二
回
会
合
は
九
月
に
陵
水
会
東

京
支
部
か
ら
西
坂
支
部
長
、
山
本
副

幹
事
長
に
ご
出
席
願
い
、
支
部
総
会

開
催
日
と
会
場
を
先
ず
決
定
す
る
こ

と
で
あ
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

―1―
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だ
き
ま
し
た
。
会
合
で
は
①
日
程
は

例
年
通
り
五
月
中
旬
、
会
場
は
各
方

面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
相
応
の
格
式

を
備
え
た
と
こ
ろ
を
選
定
す
る
。
な

お
、
人
数
は
例
年
の
五
割
増
を
目
標

と
す
る
こ
と
。
②
記
念
講
演
は
学
研

派
で
な
く
、
彦
根
に
つ
い
て
楽
し
い

話
が
で
き
る
人
に
お
願
い
す
る
。
③

「
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
同
窓
会
を
し
よ

う
」
を
合
言
葉
に
懇
親
会
に
か
な
り

の
時
間
を
費
や
す
。
④
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
用
意
し
て
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
る
。
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
日
程
・
場
所
に
つ

い
て
は
前
述
の
福
原
君
と
松
山
君
が

担
当
し
て
二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
一

日
（
水
）、
明
治
記
念
館
で
見
事
抑

え
て
く
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演
講
師

は
最
終
的
に
西
坂
支
部
長
が
大
学
の

力
石
理
事
に
相
談
さ
れ
て
、
野
村
総

研
出
身
で
彦
根
を
世
界
遺
産
に
す
る

こ
と
に
熱
心
な
山
崎
教
授
を
推
薦
い

た
だ
き
小
生
が
先
生
と
折
衝
し
て
快

諾
を
得
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
企
業
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
会
員
所
属
企

業
か
ら
賞
品
提
供
を
お
願
い
す
る
、

そ
の
他
参
加
者
勧
奨
は
結
束
力
・
連

絡
機
会
を
考
慮
し
て
ク
ラ
ブ
・
ゼ

ミ
・
勤
務
先
と
い
っ
た
チ
ャ
ネ
ル
を

活
用
す
る
と
の
方
向
性
を
相
互
確
認

で
き
ま
し
た
。
同
時
に
女
性
・
若
い

世
代
の
参
加
勧
奨
も
議
論
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
十
月
の
加
藤
幹
事
長
を

お
迎
え
し
て
の
第
三
回
会
合
を
経
て

十
一
月
に
は
陵
水
会
東
京
支
部
役
員

幹
事
会
に
十
四
名
の
大
二
十
回
卒
会

員
が
出
席
し
て
、〝
平
成
二
十
年
度

総
会
に
つ
い
て
〞
の
報
告
と
お
願
い

を
行
い
了
承
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

○
五
月
二
十
一
日
開
催
の
支
部
総
会

に
参
加
し
て
彦
根
を
話
題
に
同
期

会
を
盛
大
に
や
り
ま
し
ょ
う

陵
水
会
東
京
支
部
会
員
特
に
大
学

二
十
回
卒
以
降
の
方
は
、
同
期
で
集

ま
る
機
会
も
少
な
く
旧
交
を
温
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
実
情
と
思
わ

れ
ま
す
。
我
々
大
二
十
回
卒
も
彦
根

を
巣
立
っ
て
か
ら
三
十
五
年
振
り
に

お
会
い
し
た
人
、
中
に
は
今
回
初
対

面
の
同
期
も
い
た
と
い
う
の
が
現
実

で
す
。

幸
い
に
も
記
念
講
演
と
し
て
山
崎

一
真
教
授
か
ら
「
母
校
と
彦
根
の
時

の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
い
ろ
ん

な
角
度
か
ら
興
味
深
く
お
話
し
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
講
演
の
内
容

を
切
り
口
に
四
年
間
を
過
ご
し
た
彦

根
に
思
い
を
馳
せ
て
、
同
期
各
位
と

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
楽
し
く
同
期
会
を

行
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

女
性
会
員
・
二
十
歳
代
の
若
い
会
員

に
は
会
費
半
額
補
助
、
参
加
者
に
は

レ
ア
物
を
含
む
賞
品
を
用
意
と
い
う

特
典
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
多
数
の
会

員
の
ご
参
加
を
是
非
と
も
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
大
八
木
　
勉
記
）

特
別
講
演
要
旨

「
母
校
と
彦
根
の
時
の
デ
ザ
イ
ン
」

山
　
崎
　
一
　
真

滋
賀
大
学
産
業
共
同
セ
ン
タ
ー
教
授

彦
根
城
築
城
四
百
年
祭
が
行
わ
れ

た
昨
年
（
二
〇
〇
七
年
）、
彦
根
の

ま
ち
は
多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
滋

賀
大
学
も
協
賛
事
業
を
お
こ
な
っ

て
、
こ
れ
に
一
役
か
っ
た
。
お
城
を

巡
っ
て
滋
賀
大
学
に
至
る
「
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
、
キ
ャ
ン
パ

ス
全
体
を
パ
ビ
リ
オ
ン
に
見
立
て
た

「
士
魂
商
才
」
館
の
オ
ー
プ
ン
で
あ

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、「
士
魂
商

才
」
は
、
旧
制
彦
根
高
等
商
業
学
校

の
建
学
の
精
神
で
あ
り
、
新
生
滋
賀

大
学
経
済
学
部
に
引
き
継
が
れ
た
教

学
上
の
精
神
で
あ
る
。

時
は
錦
秋
、
お
城
を
巡
っ
て
「
士

魂
」
を
感
じ
、
滋
賀
大
キ
ャ
ン
パ
ス

で
「
士
魂
商
才
」
を
学
ん
だ
。
土
曜

日
か
ら
翌
々
週
の
日
曜
日
ま
で
開
か

れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
「
士

魂
商
才
」
館
で
は
、
講
演
会
が
三
回

の
土
曜
日
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
講
堂
裏
の
ホ
ー
ル
で
は
、
旧

制
彦
根
高
商
の
建
学
前
夜
か
ら
、
戦

後
の
苦
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
て
現

在
に
至
る
歴
史
を
、
年
表
、
写
真
パ

ネ
ル
、
画
像
放
映
、
物
品
展
示
な
ど

で
語
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
随
所
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
付
い
た
カ

ー
ド
を
貼
り
付
け
、
携
帯
電
話
を
か

ざ
せ
ば
、
そ
こ
の
情
報
を
い
つ
で
も

取
り
出
せ
る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

こ
れ
は
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
学
習
型
観
光

シ
ス
テ
ム
」
と
称
し
て
本
学
が
研
究

を
進
め
て
い
る
も
の
で
、
学
校
関
係

者
に
体
験
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
来
訪
者
に
学
内
散
策
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
で
あ
る
。

こ
の
築
城
四
百
年
祭
は
、
彦
根
市

民
に
「
私
の
城
下
町
」
と
い
う
意
識

を
培
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
世
界
遺
産

の
暫
定
登
録
と
云
わ
れ
て
も
他
人
事

で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
来
て
、
本
格

登
録
に
向
け
て
盛
り
上
が
り
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

彦
根
市
役
所
内
に
、「
彦
根
の
世

界
遺
産
登
録
に
関
す
る
懇
談
会
」
が

設
け
ら
れ
、
こ
こ
で
今
、
戦
略
を
練

っ
て
い
る
。
講
演
者
の
私
も
懇
談
会

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
議
論
の
中
で

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
士
魂

商
才
」
と
い
う
視
点
の
重
要
性
を
強

調
し
て
い
る
。

講
演
者
が
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
構
想
の
提
案
者
で
あ
り
、
ま

た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
パ
ビ
リ
オ
ン
「
士

魂
商
才
」
館
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を

勤
め
た
こ
と
か
ら
、
講
演
で
は
、
そ

の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。「
母

校
と
彦
根
の
時
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
題

し
、
彦
根
の
街
並
み
の
移
り
変
わ

り
・
大
学
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史

を
、
画
像
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
講

演
に
な
る
の
で
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
案
内

今
回
は
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

現
在
二
十
回
卒
業
生
を
中
心
に
、

諸
先
輩
方
に
も
お
願
い
し
、
抽
選
会

に
あ
て
る
賞
品
の
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
お
金
を
出

し
て
も
手
に
入
ら
な
い
レ
ア
物
も
用

意
し
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
多
く
の

方
に（
で
き
れ
ば
全
員
に
）総
会
に
出

席
し
た
証
と
し
て
、
賞
品
を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
け
る
様
、
努
力
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を

お
願
い
す
る
と
共
に
、
賞
品
の
ご
提

供
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
賞

品
に
提
供
し
て
も
よ
い
と
い
う
物
な

ら
一
個
で
も
結
構
で
す
の
で
是
非
ご

一
報
下
さ
い
。
受
け
渡
し
に
つ
い
て

は
、ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

連
　
絡
　
先

岸
岡
　
眞
人
（
独
）
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
技
術

開
発
機
構
・
Ｔ
Ｅ
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〇
四
四
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五
二
〇
―
五
一
四
一

松
尾
　
秀
昭

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
Ｔ
Ｅ
Ｌ：

〇
三
―
五
四
四
四
―
一
五
二
四
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